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ン
タ
ビ
ュ
ー
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
よ
り

得
ら
れ
た
一
次
デ
ー
タ
お
よ
び
情
報
に

基
づ
き
取
り
ま
と
め
た
⑴
。
よ
り
掘
り

下
げ
た
考
察
は
、
上
記
期
間
以
降
に
、

バ
ン
コ
ク
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
の
筆
者
の
観
察
、
経
験
等
を
通

し
て
導
き
出
し
た
⑵
。
以
下
で
は
、
バ

ン
コ
ク
の
専
門
的
知
識
・
技
術
を
有
す

る
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
移
民
の
社
会
経
済
状

況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

●
タ
イ
へ
の
移
住
の
き
っ
か
け

　

一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
か
ら
の
「
頭
脳
流
出
」
は
実
質
的

に
絶
え
間
な
く
続
い
て
い
る
。
一
九
八

八
年
の
デ
モ
に
参
加
し
た
人
々
へ
の
弾

圧
に
続
き
、
大
学
の
長
引
く
閉
鎖
に
よ

り
、
多
く
の
大
学
生
、
教
員
、
そ
し
て

高
い
学
歴
を
持
つ
人
々
が
国
を
離
れ
る

こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
数
千
人
に

上
る
人
々
が
タ
イ
へ
避
難
し
、
ま
た
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ

●
は
じ
め
に

　

タ
イ
に
は
、
二
〇
〇
万
人
を
超
え
る

非
熟
練
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
移
民
労
働
者
、

そ
し
て
約
四
八
六
〇
人
の
専
門
的
知

識
・
技
術
を
有
す
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
労

働
者
が
就
労
し
て
い
る
と
推
算
さ
れ
る

（
タ
イ
労
働
省
資
料
、
二
〇
一
二
年
）。

本
稿
に
お
い
て
「
専
門
的
知
識
・
技
術

を
有
す
る
移
民
」
は
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス
能
力
を
持
つ
人
材
、

技
術
者
、
な
い
し
は
事
務
職
と
し
て
、

タ
イ
政
府
の
定
め
る
ル
ー
ル
を
順
守
し

合
法
的
に
働
く
人
々
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
移
民
は
、
よ
り
良
い
仕
事
を
求
め
て

タ
イ
へ
移
民
し
て
き
た
第
一
世
代
、
両

親
と
と
も
に
移
り
住
ん
で
き
た
か
、
よ

り
良
い
教
育
を
求
め
自
主
的
に
移
住
し
、

結
果
的
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
ビ

ジ
ネ
ス
能
力
を
持
つ
人
材
と
な
っ
た
第

二
世
代
に
分
け
ら
れ
る
。

　

本
稿
は
主
に
、
二
〇
一
二
年
六
～
七

月
に
バ
ン
コ
ク
に
て
筆
者
が
行
っ
た
イ

ダ
等
へ
政
治
亡
命
し
た
。
さ
ら
に
、
教

育
シ
ス
テ
ム
の
崩
壊
や
生
活
水
準
の
悪

化
が
、
よ
り
良
い
雇
用
と
高
等
教
育
の

機
会
を
求
め
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
民
の
タ

イ
へ
の
大
量
流
入
を
招
い
た
。
彼
ら
は

皆
、
友
人
や
親
戚
を
頼
っ
て
タ
イ
へ
移

住
し
て
お
り
、
そ
の
大
半
が
バ
ン
コ
ク

で
仕
事
に
就
い
て
い
る
⑶
。

●
移
民
の
横
顔

　

二
〇
一
二
年
の
調
査
で
は
、
バ
ン
コ

ク
で
働
く
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
う
ち
、
ラ

ン
ダ
ム
に
選
ば
れ
た
男
性
三
四
人
お
よ

び
女
性
二
八
人
を
対
象
と
し
た
。
六
二

人
全
員
が
一
〇
年
以
上
の
職
務
経
験
を

持
つ
。
二
九
人
は
第
一
世
代
、
三
三
人

は
第
二
世
代
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
。

　

専
門
的
知
識
・
技
術
を
有
す
る
移
民

の
大
半
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
の
大
都
市

出
身
者
で
、
大
半
が
ビ
ル
マ
族
で
あ

る
⑷
。
い
く
つ
か
の
少
数
グ
ル
ー
プ

（
五
％
未
満
）
と
し
て
、
シ
ャ
ン
、
カ

レ
ン
、
ア
ラ
カ
ン
、
モ
ン
な
ど
の
民
族

が
い
る
。

　

第
一
世
代
移
民
の
タ
イ
到
着
時
の
年

齢
は
、
二
三
～
五
五
歳
で
あ
っ
た
。
四

〇
％
を
占
め
る
三
一
～
四
〇
歳
は
、
高

等
教
育
課
程
を
修
了
し
、
か
つ
家
族
と

離
れ
て
生
活
す
る
の
に
十
分
に
成
熟
し

た
年
齢
層
で
あ
る
。
最
も
少
な
い
五
一

～
五
五
歳
は
、
他
の
年
齢
層
に
比
べ
就

職
の
機
会
が
限
ら
れ
る
。
第
一
世
代
は
、

政
府
官
僚
、
大
学
講
師
、
高
校
教
師
、

医
師
等
と
し
て
働
い
て
い
た
。

　

第
二
世
代
は
、
両
親
と
移
住
し
た
り
、

ま
た
は
タ
イ
国
内
で
高
等
教
育
を
受
け
、

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
仕
事
に
就
く
た
め

に
自
主
的
に
バ
ン
コ
ク
へ
移
住
し
て
き

た
。
バ
ン
コ
ク
到
着
時
の
年
齢
は
、
一

五
～
三
五
歳
ま
で
幅
が
あ
る
。
仕
事
を

す
る
両
親
と
と
も
に
移
住
し
た
第
二
世

代
の
な
か
に
は
低
年
齢
層
の
子
ど
も
も

お
り
、
彼
ら
は
タ
イ
の
現
地
校
や
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
で
学
ん
だ
。

⑴
学
歴

　

回
答
者
の
学
歴
は
、
学
士
号
か
ら
博

士
号
ま
で
様
々
で
あ
る
（
表
１
）。
回

答
者
の
六
〇
％
以
上
が
、
修
士
課
程
を

修
了
し
て
い
る
。
第
一
世
代
の
一
部
は
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
を
離
れ
る
以
前
に
修
士
号

や
博
士
号
を
取
得
し
て
い
た
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
で
は
教
育
シ
ス
テ
ム
が
崩
壊
し
か

け
て
お
り
、
高
等
教
育
を
受
け
る
機
会
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専
門
的
知
識
・
技
術
を
有
す
る

タ
イ
在
住
ミ
ャ
ンマ
ー
人
移
民ミ

ャ
ッ
ト
・
モ
ン
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な
が
ら
、
人
に
よ
っ
て
は
修
士
や
デ
ィ

プ
ロ
マ
課
程
、
語
学
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

な
ど
仕
事
に
関
連
す
る
コ
ー
ス
を
受
講

し
た
り
、
就
労
許
可
な
し
に
他
の
パ
ー

ト
タ
イ
ム
職
に
就
い
た
。
第
一
、
第
二

両
世
代
の
移
民
の
大
多
数
（
約
六
〇

％
）
は
、
就
労
許
可
を
取
得
し
フ
ル
タ

イ
ム
の
仕
事
に
就
く
ま
で
に
六
～
一
二

カ
月
待
た
ざ
る
を
得
ず
、
第
一
世
代
の

二
〇
・
七
％
は
、
一
年
以
上
待
た
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
（
表
２
）。

⑵
雇
用
先

　

第
一
世
代
の
五
〇
％
以
上
が
、
タ
イ

の
大
学
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
、
語
学

学
校
な
ど
の
教
育
機
関
で
、

英
語
を
指
導
言
語
と
し
て

働
い
て
い
る
。
専
門
的
知

識
・
技
術
を
有
す
る
移
民

の
流
出
は
、
一
九
八
八
年

の
民
主
化
運
動
後
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
大
学
の
三
年
に

わ
た
る
閉
鎖
に
よ
り
始
ま

っ
た
が
、
そ
れ
は
、
タ
イ

の
民
間
教
育
機
関
の
国
際

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
興
隆
と
も

時
を
同
じ
く
し
た
。
そ
の

た
め
、
第
一
世
代
の
移
民

の
大
多
数
が
、
教
育
機
関

で
雇
用
さ
れ
た
。
一
九
九

〇
年
代
前
半
に
民
間
有
名

大
学
の
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
教
鞭
を
と

る
講
師
の
約
半
数
は
、
母
国
で
学
校
長

や
教
授
な
ど
の
職
に
就
い
て
い
た
ミ
ャ

ン
マ
ー
人
で
あ
っ
た
と
試
算
さ
れ
る
。

　

約
三
二
％
は
、
比
較
的
タ
イ
語
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
必
要
と
し
な

い
情
報
通
信
（
Ｉ
Ｔ
）
関
連
、
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
、
リ
サ
ー
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
の
分
野
で
の
仕
事
に
就
い
た
。

最
も
少
な
い
グ
ル
ー
プ
（
六
・
九
％
）

は
、
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
に
関
す
る

タ
イ
の
労
働
政
策
や
語
学
力
が
障
害
と

な
り
、
会
計
、
秘
書
、
ま
た
は
事
務
ア

シ
ス
タ
ン
ト
な
ど
の
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク

に
従
事
し
て
い
る
。「
そ
の
他
」
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
の
人
々
は
、
医
療
ス
タ
ッ
フ

や
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
Ｎ

Ｇ
Ｏ
で
勤
務
し
て
い
る
（
表
３
）。

　

昨
今
で
は
大
学
が
学
士
号
取
得
者
を

雇
用
し
な
い
た
め
、
ま
た
教
育
機
関
に

お
け
る
初
任
給
は
他
の
職
種
よ
り
も
少

な
い
こ
と
か
ら
、
教
職
に
就
く
第
二
世

代
の
割
合
は
少
な
い
。

　

第
二
世
代
の
大
多
数
（
四
五
・
五

％
）
が
、
情
報
通
信
（
Ｉ
Ｔ
）
関
連
な

ら
び
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
会
社
に
勤

め
て
い
る
（
表
３
）。
タ
イ
人
専
門
家

に
と
っ
て
、
Ｉ
Ｔ
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
の
分
野
は
、
給
与
が
低
く
キ
ャ
リ
ア

形
成
の
た
め
の
機
会
に
乏
し
い
と
受
け

止
め
ら
れ
、
留
学
先
等
か
ら
卒
業
後
の

就
職
先
と
し
て
魅
力
に
欠
け
る
と
い
わ

れ
て
お
り
、
タ
イ
は
将
来
一
定
期
間
に

わ
た
り
Ｉ
Ｔ
関
連
の
労
働
力
不
足
が
続

く
と
予
測
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
①

③
）。
ゆ
え
に
、
多
く
の
移
民
に
と
っ

て
、
こ
れ
ら
の
分
野
が
重
要
な
就
業
機

会
と
な
っ
て
い
る
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
大
卒
者
に
就
業
の
可

能
性
が
あ
る
そ
の
他
の
職
業
と
し
て
は
、

バ
ン
コ
ク
市
内
の
民
間
医
療
機
関
で
の

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
患
者
の
た
め
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
や
通
訳
が
挙
げ
ら
れ
る
。

第
二
世
代
の
回
答
者
の
う
ち
約
一
八
％

表１　移民グループごとの学歴

学位
第一世代 第二世代 合計

人数 % 人数 % 人数 %

学士号 9 31 10 30.3 19 30.7

修士号 17 58.6 21 63.6 28 45.2

博士号 3 10.4 2 6.1 5 8.1

合計 29 100 33 100 62 100

（出所）　筆者作成。

表２　相応の職を得るまでに要した期間

月数

第一世代 第二世代
合計

（バンコク到着後） （バンコクで学業修了後）

人数 % 人数 % 人数 %

< ６カ月 5 17.2 8 24.2 13 21

６ ～ 12カ月 18 62.1 20 60.6 38 61.3

> 12カ月 6 20.7 5 15.2 11 17.7

合計 29 100 33 100 62 100

（出所）　筆者作成。

表３　移民グループの雇用先

雇用分野
第一世代 第二世代 合計

人数 % 人数 % 人数 %

教職 16 55.2 8 24.2 24 38.7
IT/ エンジニアリング 9 31 15 45.5 24 38.7
サービス（医療機関） 1 3.45 6 18.2 7 11.3
事務 （オフィスワーク） 2 6.9 3 9.1 5 8.1
その他 1 3.45 1 3 2 3.2

合計 29 100 33 100 62 100

（出所）　筆者作成。

が
非
常
に
限
ら
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
タ
イ
、
ま
た
は
タ

イ
移
住
後
に
他
国
で
高
等
教

育
課
程
の
学
位
を
取
得
し
た

人
も
い
る
。
そ
の
他
、
現
在
修
士
や
博

士
号
課
程
に
在
籍
し
学
位
取
得
を
目
指

し
て
い
る
、
ま
た
は
近
い
将
来
学
位
取

得
を
目
指
す
人
々
も
い
た
。
ミ
ャ
ン
マ

ー
人
移
民
が
移
住
を
機
に
、
よ
り
高
い

教
育
の
機
会
を
得
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
子
息
た
ち
も
、

教
育
と
就
職
の
た
め
の
よ
り
良
い
機
会

を
手
に
入
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
移
民
は
総
じ
て
高
い
教
育

を
受
け
て
い
た
も
の
の
、
全
員
が
バ
ン

コ
ク
に
到
着
し
て
す
ぐ
に
職
を
得
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。
相
応
の
職
を
探
し
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が
、
民
間
の
医
療
機
関
に
勤
め
て
い
る
。

バ
ン
コ
ク
で
は
四
〇
〇
以
上
の
医
療
機

関
が
、
近
隣
諸
国
の
患
者
の
誘
致
を
積

極
的
に
進
め
て
き
た
。
民
間
医
療
機
関

に
勤
務
す
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
職
員
に
よ

れ
ば
、
ひ
と
月
に
三
〇
〇
〇
～
四
〇
〇

〇
人
も
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
が
タ
イ
の
病

院
を
受
診
す
る
と
い
う
。
病
院
は
、
こ

れ
ら
の
患
者
の
た
め
に
、
タ
イ
語
を
話

す
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
を
採
用
す
る
。
タ
イ

人
医
師
の
た
め
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
働
く
医
師
も
い
る
。

　

仕
事
を
始
め
た
ば
か
り
の
移
民
の
収

入
は
、
月
額
一
万
八
〇
〇
〇
～
二
万
五

〇
〇
〇
バ
ー
ツ
で
あ
る
。
一
〇
年
以
上

の
職
務
経
験
を
持
つ
移
民
は
、
現
在
月

に
五
万
～
一
〇
万
バ
ー
ツ
の
収
入
を
得

て
い
る
。
教
職
員
の
収
入
は
Ｉ
Ｔ
技
術

者
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
よ
り
も
少
な
い
。
国

際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
多
国
籍
企
業
に
お
い
て
高

い
地
位
を
得
て
い
る
人
々
は
、
一
〇
万

バ
ー
ツ
以
上
を
稼
ぐ
。
第
一
世
代
の
移

民
は
一
〇
年
以
上
の
職
務
経
験
を
持
つ

こ
と
か
ら
、
全
員
が
既
に
三
万
バ
ー
ツ

以
上
の
給
与
を
得
て
い
る
一
方
で
、
数

年
の
職
務
経
験
し
か
持
た
な
い
第
二
世

代
の
約
一
八
％
は
月
収
が
三
万
バ
ー
ツ

未
満
で
あ
る
（
表
４
）。

●
タ
イ
経
済
へ
の
貢
献

　

専
門
的
知
識
・
技
術
を
有
す
る
ミ
ャ

ン
マ
ー
人
移
民
が
ど
の
程
度
タ
イ
経
済

に
貢
献
し
て
き
た
か
を
示
す
信
頼
に
足

る
デ
ー
タ
は
存
在
し
な
い
が
、
専
門
的

知
識
・
技
術
を
有
す
る
数
百
人
の
ミ
ャ

ン
マ
ー
人
が
、
一
九
九
〇
年
代
前
半
に

民
間
教
育
機
関
の
国
際
的
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
発
展
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
移
民
は
、
タ
イ
の
大
学

に
お
い
て
新
設
学
部
・
学
科
の
長
と
し

て
、
国
際
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
た
め
の

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
に
携
わ
り
、

タ
イ
の
教
育
セ
ク
タ
ー
の
発
展
に
、
今

な
お
貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
、
経
験
豊

か
な
多
く
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
エ
ン
ジ
ニ

ア
（
特
に
第
一
世
代
）
や
Ｉ
Ｔ
の
専
門

家
（
大
半
が
第
二
世
代
）
も
ま
た
、
例

え
ば
石
油
ビ
ジ
ネ
ス
大
手
の
タ
イ
・
ペ

ト
ロ
リ
ア
ム
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
、
電

気
通
信
事
業
大
手
の
タ
イ
コ
ム
・
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
カ
ン
パ
ニ
ー
、
そ
の
他
の
多

国
籍
企
業
で
高
い
地
位
を
得
て
い
る
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
移
民
の
収
入
の
大
半

は
、
タ
イ
経
済
へ
と
流
れ
込
む
。
回
答

者
の
大
多
数
は
富
裕
層
な
い
し
は
上
流

中
産
階
級
出
身
者
で
あ
る
た
め
、
祖
国

に
残
る
家
族
を
経
済
的
に
支
援
す
る
必

要
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
彼
ら
の
所
得
の

多
く
は
生
活
費
、
子
息
の
教
育
費
や
将

来
の
進
学
（
大
学
院
課
程
）
準
備
、
そ

し
て
タ
イ
に
住
む
両
親
の
医
療
費
と
し

て
支
出
さ
れ
て
い
る
。
専
門
的
知
識
・

技
術
を
有
す
る
移
民
の
扶
養
家
族
は
タ

イ
国
内
に
居
住
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

て
い
る
た
め
、
彼
ら
の
大
多
数
は
家
族

を
タ
イ
に
呼
び
寄
せ
て
い
る
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
イ
ン
フ
ラ
が
未
整
備
で
あ
る
た

め
、
扶
養
家
族
が
タ
イ
に
居
住
す
る
家

族
を
頼
っ
て
移
住
す
る
ケ
ー
ス
は
よ
く

み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
国

内
で
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
困
難

で
あ
る
た
め
に
、
高
齢
の
両
親
は
バ
ン

コ
ク
で
の
治
療
を
受
け
る
こ
と
を
選
ぶ

し
、
効
率
の
悪
い
教
育
シ
ス
テ
ム
ゆ
え

に
、
移
民
の
子
息
も
タ
イ
で
学
業
を
修

め
る
こ
と
を
望
む
。
以
上
の
よ
う
に
、

専
門
的
知
識
・
技
術
を
有
す
る
移
民
の

所
得
の
多
く
が
タ
イ
で
消
費
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

家
族
を
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
残
し
て
い
る

そ
の
他
の
移
民
の
な
か
に
は
、
毎
月
八

〇
〇
〇
～
二
万
バ
ー
ツ
を
送
金
し
、
家

族
も
し
く
は
自
身
が
経
営
す
る
事
業
の

た
め
に
送
金
を
行
っ
て
い
る
者
も
い
る
。

回
答
者
の
三
％
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
小
区

画
の
土
地
、
家
や
集
合
住
宅
を
購
入
し

て
い
る
。
一
方
、
不
安
定
な
ミ
ャ
ン
マ

ー
の
通
貨
レ
ー
ト
、
信
頼
性
を
欠
く
銀

行
シ
ス
テ
ム
、
そ
し
て
予
測
不
可
能
な

財
政
政
策
の
た
め
に
、
正
規
の
ル
ー
ト

を
通
じ
て
送
金
を
行
う
移
民
は
お
ら
ず
、

移
民
の
圧
倒
的
多
数
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

銀
行
に
資
産
を
持
た
な
い
。
彼
ら
は
む

し
ろ
タ
イ
の
銀
行
に
貯
蓄
す
る
か
、
タ

イ
国
内
で
マ
ン
シ
ョ
ン
や
車
な
ど
の
資

産
を
購
入
し
て
い
る
。
調
査
か
ら
は
、

女
性
の
一
〇
％
お
よ
び
男
性
の
二
％
が
、

バ
ン
コ
ク
に
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー
ト

を
購
入
し
て
い
る
。

表４　移民グループごとの推定月収

バーツ
第一世代 第二世代 合計

人数 % 人数 % 人数 %

< 20,000 0 0 1 3 1 1.6

20,000 ～ 30,000 0 0 5 15.2 5 8.1

30,000 ～ 40,000 6 20.7 13 39.4 19 30.6

40,000 ～ 60,000 12 41.4 8 24.2 20 32.3

60,000 ～80,000 5 17.2 3 9.1 8 12.9

80,000 ～100,000 4 13.8 2 6.1 6 9.7

> 100,000 2 6.9 1 3 3 4.8

合計 29 100 33 100 62 100

（出所）　筆者作成。
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●
移
民
労
働
者
の
将
来

　

専
門
的
知
識
・
技
術
を
有
す
る
移
民

の
大
多
数
は
、
タ
イ
に
一
〇
年
以
上
滞

在
し
て
い
る
。
彼
ら
が
帰
国
し
て
得
ら

れ
る
だ
ろ
う
収
入
は
、
タ
イ
で
の
現
在

の
所
得
よ
り
も
大
幅
に
少
な
く
な
る
だ

ろ
う
。
今
な
お
不
安
定
な
政
治
状
況
を

理
由
に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
帰
国
し
、
同

地
に
住
居
を
定
め
る
予
定
が
あ
る
と
回

答
す
る
人
は
少
な
い
。
結
婚
や
定
年
を

理
由
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
戻
っ
た
移
民
も

少
数
存
在
す
る
が
、
既
に
定
年
を
迎
え

た
移
民
の
一
部
は
、
リ
タ
イ
ア
メ
ン

ト
・
ビ
ザ
を
取
得
し
て
、
タ
イ
に
住
み

続
け
て
い
る
。
第
二
世
代
の
一
五
％
以

上
は
、
他
国
で
の
大
学
院
進
学
を
計
画

し
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ

ダ
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
、
よ
り
発
展
し
た

国
々
へ
の
移
住
を
検
討
す
る
人
々
も
い

る
。
実
際
、
タ
イ
で
永
住
者
と
し
て
受

け
取
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
保
障
は
あ

ま
り
魅
力
的
で
は
な
い
た
め
、
圧
倒
的

多
数
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
移
民
は
、
永
住

ビ
ザ
の
申
請
に
つ
い
て
は
関
心
を
持
た

な
い
。
小
規
模
な
組
織
で
は
、
配
偶
者

や
扶
養
家
族
の
永
住
許
可
取
得
の
た
め

の
支
援
を
提
供
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も

あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
人
々
は

将
来
的
に
は
タ
イ
に
定
住
せ
ず
、
い
つ

か
は
帰
国
す
る
か
、
そ
の
他
の
国
々
へ

移
り
住
む
こ
と
に
な
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー

人
移
民
に
と
っ
て
、
タ
イ
は
永
住
の
地

で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
一
方
で
、

い
つ
帰
国
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
見

通
し
が
立
た
ず
に
い
た
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
国
民
民
主
連
盟

（N
ational League for D

em
ocra-

cy

：
Ｎ
Ｌ
Ｄ
）
が
参
加
し
た
二
〇
一

一
年
の
補
欠
選
挙
以
降
、
政
治
経
済
分

野
に
お
い
て
大
き
な
発
展
を
遂
げ
て
き

て
い
る
。
昨
今
の
、
幾
ば
く
か
安
定
化

し
た
為
替
レ
ー
ト
や
高
い
利
子
率
（
年

間
八
％
）
と
相
ま
っ
た
銀
行
シ
ス
テ
ム

の
改
善
が
、
多
く
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
移

民
に
よ
る
祖
国
で
の
投
資
拡
大
の
た
め

の
送
金
の
追
い
風
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
海
外
か
ら
の
投
資
が
ミ
ャ
ン
マ
ー

へ
流
入
し
、
地
元
に
よ
り
多
く
の
雇
用

機
会
を
創
出
す
る
な
か
、
企
業
は
熟
練

労
働
者
の
不
足
に
直
面
し
て
い
る
。
多

国
籍
企
業
が
海
外
で
の
就
労
経
験
を
持

つ
大
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
若
手
に

三
〇
〇
〇
米
ド
ル
も
の
給
与
を
支
払
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
新
た
に
出
現

し
つ
つ
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
や
雇
用
の
機
会

を
前
に
、
二
〇
一
二
年
の
時
点
で
、
特

に
第
二
世
代
の
七
％
は
、
既
に
何
ら
か

の
事
業
を
始
め
た
か
、
ま
た
は
始
め
る

計
画
が
あ
り
、
一
八
％
は
祖
国
へ
戻
り

就
職
す
る
こ
と
に
関
心
を
抱
き
始
め
て

い
た
。
二
〇
一
五
年
八
月
の
追
跡
調
査

で
は
、
起
業
や
就
職
を
目
的
と
し
て
祖

国
へ
戻
っ
た
若
手
の
数
は
著
し
く
増
加

し
て
い
た
。
一
方
で
、
五
〇
％
以
上
が
、

二
〇
一
五
年
一
一
月
の
総
選
挙
ま
で
意

思
決
定
を
保
留
し
た
い
と
も
述
べ
て
い

る
。

　

二
〇
一
五
年
末
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済

共
同
体
の
実
現
を
受
け
、
対
ミ
ャ
ン
マ

ー
海
外
直
接
投
資
の
増
加
も
見
込
ま
れ

て
い
る
。
総
選
挙
後
に
同
国
の
民
主
化

プ
ロ
セ
ス
が
引
き
続
き
効
率
的
に
進
め

ら
れ
た
な
ら
ば
、
経
済
、
教
育
、
そ
の

他
の
セ
ク
タ
ー
の
一
層
の
発
展
が
あ
る

だ
ろ
う
。
経
済
・
政
治
の
発
展
と
と
も

に
今
後
、
多
く
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
移
民

が
そ
の
専
門
性
と
知
識
を
祖
国
へ
持
ち

帰
る
こ
と
、
そ
し
て
祖
国
に
よ
り
多
く

の
資
産
を
還
元
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

（M
yat M

on

／
バ
ン
コ
ク
・
ア
サ
ン

プ
シ
ョ
ン
大
学
講
師
）
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筆
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は
一
九
九
〇
年
よ
り
バ
ン
コ
ク

で
研
究
に
従
事
し
て
い
る
。

⑶ 

専
門
的
知
識
・
技
術
を
有
す
る
人
材

の
仲
介
業
者
は
な
い
が
、
非
熟
練
労

働
者
に
つ
い
て
は
、
政
府
系
海
外
雇

用
会
社
や
民
間
職
業
紹
介
会
社
が
仲

介
を
担
っ
て
い
る
。

⑷ 

中
華
系
や
イ
ン
ド
系
、
ま
た
は
他
の

民
族
と
の
混
血
の
人
々
を
含
む
。
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